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11/22～23…「家庭《共育》ひろば『ファミリー

キャンプ』」３４人〔千葉県柏市・県立手賀の丘少

年自然の家〕 《保坂正志、志村和也、板倉和也》 
 

親子を対象に、

キャンプでの共同

生活を通じて「共に

育つ」をテーマとし

た２日間の活動を

実施。 

野外炊事やキャンプファイヤーなど自然に

触れる時間を過ごし、課題解決ゲームでは各

グループが息を切らせながらゴールを目指し

て走り回る様子が見られた。期間中は参加し

た家族相互の情報共有、また子どもたちの間

では新しい友だち作りがなされていた。 

  
 

 
 

11/29～30…「ボランティア・アクションｉｎ瀬戸

内海」１７人〔香川県善通寺市・四国こどもとおとな

の医療センター、総本山善通寺ほか〕 《板倉和也》 

 

 

 

 

 

 

 

香川、広島、岡山から参加者が集まった。 

初日は四国こどもとおとなの医療センター

の内外にあるアート作品や屋上庭園を見学し

たほか、参加者が持参したプレゼントへの想

いを発表し、それらを病院へ寄付することがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

初日の夜はボランティア活動の基本を学び、

翌日の絵本の読み聞かせに向け練習をした。 

２日目は、善通寺市子どもライブラリーに移

動し、ボランティアの実践活動として集まった

子どもたちへの絵本の読み聞かせや工作、魚

釣りゲームなどのレクリエーションを実施した。 
 

12/2～5…第１２３４回「みがく講習会」３４人 

〔三重県伊勢市・伊勢青少年研修センター〕 

《武田数宏、志村和也、板倉和也、宮崎玲良、斎田

聖生、竹本英美、大平順一》 

神奈川県、愛知

県、岐阜県より２０

代から６０代の受講

者が集い、４日間

の研修に臨んだ。 

女性受講生も多

く、活気があり、ま

た和やかで楽しい雰囲気で研修を過ごす

ことができた。 

 

12/7…第９回「『東京ベルズ』ハッピーヴォイス

チャリティーコンサート」１２５人〔東京都渋谷

区・ＳＹＤホール〕 

「『東京ベルズ』ハッピーヴォイスチャリ

ティーコンサート」が９回目を迎え、本年もＮＰ

主催事業・活動等 
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Ｏ法人東京ベルズのご協力のもと実施し、多く

の来場者が訪れた。 

 
前半は、人気の歌謡曲を無伴奏のコーラス

曲（アカペラ）にアレンジしたものが披露され、

「愛を込めて花束を」やサイモン＆ガーファン

クルのメドレーなど、会場を埋め尽くした来場

者は盛んに拍手を送った。 

 
また、今年も「さいたまシティジュニアコーラ

ス」のメンバー２６人が賛助出演し「うたえバン

バン」やディズニー映画からのメドレーなど素

晴らしい歌声を披露したほか、東京ベルズと

の合同演奏などで会場は大いに盛り上がった。 

特別企画として、ＳＹＤ青年

部の山口千恵子部長と増田

航介職員が、映像を使って

「支援をはじめて２０年以上～

フィリピンのゴミ山周辺で生き

る子どもたち～」と題して活動

報告をおこない、今夏「青年ボ

ランティア・アクションｉｎフィリピン」に参加した

高校生の大野仁幹（おおのまさき）さん（写真

右）が体験発表。 

 
その後、東京ベルズメン

バーがそれぞれ「幸せの種

まき献金箱」に一年間貯め

た献金を、岩佐加寿子ＳＹＤ

幸せの種まき献金委員長に

手渡した。

★子どもＷＡＫＵ×２ひろば 
11/15～16…瀬戸内海 ２７人〔香川県小豆島町・

小豆島ふるさと村キャンプ場〕 《板倉和也、林春幸》 

  
「小豆島でアートな秋を楽しもう」をテーマに実

施。期間中は天候に恵まれ、室内外で予定通

りにプログラムをおこなうことができた。 

初日は「秋のアート体験」として、子どもたち

は紙染め、ドングリを使ったコマ作りをし、野外

炊事では煮込みうどんとバウムクーヘンを作っ

た。 

 
２日目には重ね岩（島内にある名所）までハ

イキングをして瀬戸内海の眺めを楽しみ、初

日の紙染めに使った紙を利用した「ビュンビュ

ンゴマ」作りなどをした。 
 

12/6～7…北九州 ５１人〔福岡県北九州市・市立か

ぐめよし少年自然の家〕 《林春幸》 

 

 

 

 

 

 

 

「わちゃわちゃクリスマスパーティー」をテーマ

に冬のキャンプを実施した。初日はグループ

に分かれ、限られた新聞紙のスペースに全員

が乗れるよう工夫する「新聞紙乗り」や、紙飛

行機を折って遠くに飛ばすゲームなどで楽し

く過ごした。その後ビンゴゲームで大いに盛り

上がった。 

  ２日目は、スノー

ドームやクリスマスツ

リーの飾りを作り、クリ

スマス気分を盛り上げ

た。 
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12/14…鹿児島 ３５人〔鹿児島県鹿児島市・八重山公

園てんがら館〕 《志村和也》 

  
夏キャンプ参加者との再会を喜び合い、初

参加の子どもたちとも仲良く、ケーキ作りや感

謝の気持ちを伝えるメッセージカードを作成し、

ビンゴゲームを使ったプレゼント交換ではドキ

ドキしながら番号の読み上げに耳を傾ける光

景が見られた。 

OB リーダーや

修養団鹿児島県

連合会から多くの

方が激励と応援に

かけつけた。 
 

12/14…沖縄 ２２人〔沖縄県読谷村・健康増進セン

ター〕 《谷野渉》 

  
クリスマス会を実施。当日の体調不良などで

参加者が少なくなってしまったが、ケーキ作り

をしたりフィリピンの貧困と共に生きる子どもた

ちについての説明の後、英語でクリスマスカー

ドを作ったりした。また、読谷村の「風船おじさ

ん」こと大城高志さんがサンタに扮して、ボラン

ティアで子どもたちに風船を配ってくれた。 

その後、プレゼント交換などをし楽しい時間

を過ごした。 
 

★ＷＡＫＵ×２ボランティアリーダー研修会 

12/13…鹿児島 １２人〔鹿児島県鹿児島市・八重山公

園てんがら館〕               《志村和也》 

 従来は日帰りで実施していたが、今回はク

リスマス会の前日に宿泊し、レクリエーションの

練習や準備の

ほか、打ち合わ

せをおこなっ

た。夜には近

況を報告しな

がら親睦を深

めた。 
 

12/13…沖縄 １０人〔沖縄県読谷村・健康増進セン

ター〕 《谷野渉》 

気温２５度と１２月の沖縄としては珍しく暑い

中でテント整備をおこなった。手際よく進んだ

ため、「夕日を見に行きたい」というリーダーの

要望からみんなでウォーキングをした。 

  
 

夜は、翌日のクリス

マス会に備えてレクリ

エーション準備や輪

飾りを作った。 

 

 

【幸せの種まきキャンペーン《出前講座》】 
 

 

 
12/ 2 東京都 江戸川区宇喜田小学校 73 人 
12/12 北海道鵡川高等学校 144 人 
12/19 山口県・修養団宇部市連合会 50 人 
 

 
1/15 東京都立立川国際中等教育学校  

 

 
 

12/24～25…「子ども自然体験スキーキャンプ

リーダー研修会」〔福島県北塩原村・ばんだい

ふれあいぴあほか〕 《谷野渉、増田航介》 
 

12/26～30…第１回「子ども自然体験スキー

キャンプ」〔福島県北塩原村・ばんだいふれあいぴ

あほか〕 《谷野渉、増田航介、林春幸、嶋田美智雄》 
 

1/6～2/12…ブラジル修養団「青少年講習会・

講演会」〔ブラジル・サンパウロ州、パラナ州〕  

   《谷野渉》 
 

1/13～16…第１２３５回「みがく講習会」〔三重県

伊勢市・伊勢青少年研修センター〕《武田数宏、保坂

正志、志村和也、宮崎玲良、斎田聖生、竹本英美、大平

順一》 
 

1/31…「Ｚｏｏｍでオンライン“愛と汗”幸せの種

まき講演会」〔発信：ＳＹＤ本部会議室〕 
 

講 師：古賀克彦氏 

（ＳＹＤ評議員・小学校校長） 

テーマ： 
「いいつながりは、人生を豊かにする 

～これまでの教師生活と 

ＳＹＤでの活動を振り返って～」

報 告 

 

予 定 

 

予 定 

《山口千恵子、谷野渉、増田航介》 
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11/22…修養団ＴＢＳクラブ「千駄ヶ谷地区美化

清掃」６人〔東京都渋谷区･ＳＹＤビル周辺〕 

  
毎月恒例の清掃活動を実施した。 

掃除する歩道のイチョウ並木から落ち葉が増え

始めたが、参加者は元気に声を掛け合いながら楽

しく掃除をすすめた。 〈発信･嘉悦幸子〉 
 

11/24…修養団山都愛汗の会「愛汗苑雪囲い

作業」〔福島県喜多方市・愛汗苑〕 

修養団山都愛汗の会

が、蓮沼門三初代主幹

の生誕地「愛汗苑」の降

雪前の清掃と松の木の

雪吊りをおこなった。 

同会では、愛汗苑の

整備・保全活動を継続し

ており、毎年１１月には雪

害防止のため雪吊り作

業を実施している。 
 

12/14…修養団宇部市連合会「第５５回宇部

市街頭美化清掃」３５０人〔山口県宇部市〕 

 

 

  

年末恒例の修養団宇部市連合会主催による年

末街頭美化清掃を実施し、多くの企業、市民団体、

学校、家族などから参加があった。また、篠﨑圭二

宇部市長も参加者とともに清掃活動に汗を流した。 

なお、１２月１日には琴崎八幡宮の清掃奉仕も

実施した。（参加者２５人） 〈発信・岡村精二〉 

  

 
 

○＊毛利杏奈さんプロデュース舞台公演 

１０月２９日～１１月２日、ＳＹＤホールにおいて

チャリティ演劇「その花をかたてに」が上演された。

山口千恵子ＳＹＤ理事・青年部長の著書『パヤタ

スに降る星』を原作としたもので、今回で９年目。 

プロデューサーの毛利杏奈さんが１２月１日に

来団され、舞台の収益金から６３万円を「幸せの

種まき献金委員会」へご寄付いただいた。 

 
 

「フィリピンのゴミ山で暮らす 

子どもたちを日本に招待」 

クラウドファンディングにご協力お願いします 

創立１２０周年記念大会の大舞台でパフォーマンス

に挑戦！他に学資支援者との交流や憧れの日本で

の様々な体験を予定。 

目標金額：３００万円 

目   的：子どもたちの来日費用、活動費、他 

募集期間:２０２５年１１月１日（土）～２０２６年１月３０日（金） 
 
←ＱＲコードから 

詳細をご覧いただけます 

※ＱＲコードからのご入金が困難な場合

直接ＳＹＤへお振込みも可能です 

（チラシ等ご入用の方は下記連絡先へご依頼ください） 

 

 

 
 

会員組織の主な動き 

 

 報 告 

情報あれこれ 
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  ＳＹＤ( 修養団) 社会教育部 

〒151 0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-25-2 

03(3405)5441 FAX03(3405)5424 

E-mail : info@syd.or.jp 

: https://syd.or.jp/ 
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